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１．化学物質等及び会社情報

製品名 CycLex
®
 HDACs Deacetylase Fluorometric Assay Kit Ver.2

製品コード CY-1150V2

構成試薬名

製造会社 株式会社医学生物学研究所

販売会社 会社名 株式会社医学生物学研究所
住所 〒460-0008

名古屋市中区栄四丁目5番3号
担当部門 SDSサポート
電話番号 052-238-1901
FAX番号 052-238-1440
メールアドレス sds-support@mbl.co.jp

推奨用途及び使用上の制限 研究用

２．危険有害性の要約

ＧＨＳ分類 物理化学的危険性
健康に対する有害性

環境に対する有害性

３．組成及び成分情報

単一製品・混合物の区別

化審法 安衛法

ジメチルスルホキシド 5～15％ CH3SOCH3 (2)-1553 － 67-68-5

分類に寄与する不純物及び安定化添加物 情報なし。

４．応急措置

吸入した場合

皮膚に付着した場合
眼に入った場合

飲み込んだ場合

５．火災時の措置

消火剤

特有の危険有害性

特有の消火方法

消火を行う者の保護

６．漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具および緊急措置

上記で記載がない危険有害性は、分類対象外か分類できない。

引火性液体 区分外
急性毒性（経口／経皮） 区分外
皮膚腐食性／刺激性 区分外
眼に対する重篤な損傷／眼刺激性 区分外
水生環境有害性（急性／慢性） 区分外

化学名又は一般名 濃度又は濃度範囲

混合物

官報公示整理番号
CAS番号

危険でなければ火災区域から容器を移動する。消火後も、大量の
水を用いて十分に容器を冷却する。
消火作業の際は、適切な空気呼吸器、化学用保護衣を着用する。

口をすすぐこと。気分が悪い時は、医師に連絡すること。

被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休
息させること。気分が悪い時は、医師に連絡すること。

化学特性

水と石鹸で洗うこと。気分が悪い時は、医師に連絡すること。
水で数分間注意深く洗うこと。眼の刺激が持続する場合は、医師の
診断、手当てを受けること。

水（噴霧）、粉末、泡（アルコール泡）、二酸化炭素。周辺火災の種
類に応じて適切な消火剤を用いる。
火災によって刺激性、腐食性及び/又は毒性のガスを発生する恐
れがある。加熱により容器が爆発する恐れがある。

風上に留まる。作業者は適切な保護具（『８．暴露防止及び保護措
置』の項を参照）を着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。密
閉された場所は換気する。

#4. Trichostatin A

安全データシート
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環境に対する注意事項

回収・中和

封じ込め及び浄化方法・機材

二次災害の防止策

７．取扱い及び保管上の注意

取扱い 局所排気・全体換気
安全取扱い注意事項

保管 技術的対策
保管条件
容器包装材料

８．暴露防止及び保護措置

管理濃度、許容濃度

化学名又は一般名
管理濃度

（厚生労働省）

ジメチルスルホキシド －

９．物理的及び化学的性質

物理的状態 形状
色
臭い
ｐＨ

沸点、初留点及び沸騰範囲
引火点
自然発火温度

ジメチルスルホキシドとして
物理的状態 形状

色 無色
臭い 僅かな臭い
ｐＨ

融点／凝固点

引火点
自然発火温度
比重（密度）
溶解性

１０．安定性及び反応性

安定性
危険有害反応可能性
避けるべき条件
危険有害な分解生成物

１１．有害性情報

急性毒性 経口

経皮

皮膚腐食性／刺激性
眼に対する重篤な損傷／眼刺激性

ジメチルスルホキシドとして
急性毒性 経口

－ －

排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

特に技術的対策は必要としない。

情報なし。
取扱い後はよく手を洗うこと。飲み込みを避けること。皮膚との接触
を避けること。

少量の場合、乾燥土、砂や不燃材料で吸収し、あるいは覆って密
閉できる空容器に回収する。後で廃棄処理する。
危険でなければ漏れを止める。少量の場合、乾燥土、砂や不燃材
料で覆い更にプラスチックシートで飛散を防止し、雨に濡らさない。

特に技術的対策は必要としない。
包装、容器の規制はないが密閉式の破損しないものに入れる。

環境中に放出してはならない。河川等に排出され、環境へ影響を
起こさないように注意する。

許容濃度
（産衛学会）

米国産業衛生専門家会議
（ACGIH）

沸点、初留点及び沸騰範囲 189℃ （分解）, 85～87℃ （25 mmHg）

215℃
95℃ （タグ密閉式）

液体

情報なし。
情報なし。
情報なし。
情報なし。

18.5℃

粘性の液体

情報なし。
情報なし。

情報なし。

水、メタノール、エタノール、オクタノール、グリコール、アセトアルデ
ヒド、アセトン、酢酸エチル、フタル酸ジブチル、ジオキサン、ピリジ
ン、および芳香族炭化水素に任意の割合で混和する。

情報なし。

ラット LD50 ＝ 14,500 mg/kg （RTECS）

マウス LD50 ＝ 7,920 mg/kg （RTECS）

情報なし。

混合物の急性毒性推定値が LD50 ＝ 120,000 mg/kg のため、区分

外とした。

混合物の急性毒性推定値が LD50 ＝ 290,000 mg/kg のため、区分

外とした。

混合物の成分の濃度合計が濃度限界以下のため、区分外とした。

情報なし。

混合物の成分の濃度合計が濃度限界以下のため、区分外とした。

1.1014 （20℃, 4℃）

法規制に従った保管及び取扱においては安定と考えられる。



CycLex
®
 HDACs Deacetylase Fluorometric Assay Kit Ver.2  株式会社医学生物学研究所　3 / 9

CY-1150V2-v2.0

経皮

皮膚腐食性／刺激性
眼に対する重篤な損傷／眼刺激性
生殖細胞変異原性

発がん性

１２．環境影響情報

水生環境有害性（急性／慢性）
生態毒性

ジメチルスルホキシドとして
生態毒性

分解性

生物蓄積性

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物

汚染容器及び包装

１４．輸送上の注意

国際規制 国連分類
国連番号
海洋汚染物質

国内規制
注意事項

１５．適用法令

消防法

毒物及び劇物取締法
労働安全衛生法

　

１６．その他の情報

参考文献

その他

皮膚刺激 ウサギ 10 mg/24 h 軽度、 500 mg/24 h 軽度 （RTECS）

該当しない。
該当しない。

分解度：0.3％ by GC （経産省既存化学物質安全性点検）
低濃縮性

廃棄の前に、可能な限り無害化・安定化等の処理を行って危険有
害性のレベルを低い状態にする。法令に従って廃棄する。
容器は水で十分に洗浄し、法令に従って適切に処分する。

該当しない。

混合物の成分の濃度合計が濃度限界以下のため、区分外とした。
情報なし。

安全データシート（SDS）フォーマット等の著作権は、株式会社医学生物学研究所に帰属し、流用を禁じます。

4. 製品評価技術基盤機構　http://www.safe.nite.go.jp/ghs/list.html

6. ACGIH（米国産業衛生専門家会議） （2010）
7. 国内法規制データベース、日本ケミカルデータベース株式会社 （2011）

安全データシートの記載内容は、一般に入手可能な情報（および製品導入元からの情報）に基
づいて作成していますが、現時点における化学又は技術に関する全ての情報が検討されてい
るわけではありませんので、いかなる保証をなすものではありません。また、注意事項は、通常
の取り扱いを対象としたものであり、特殊な取り扱いの場合には、別途のご配慮をお願い致し
ます。

5. 日本産業衛生学会 （2007）

2. 危険物データブック（東京消防庁警防研究会監修）、丸善株式会社 （1988）
3. Registry of Toxic Effects of Chemical Substances NIOSH （2006）

該当しない。

LC50 （ヒメダカ、48 h） ＝ 33,000 mg/L

分解度：3.1％ by BOD （経産省既存化学物質安全性点検）

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 該当しない。
化学物質排出把握管理促進法（PRTR法） 該当しない。

運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷
がないよう積み込み、荷崩れの防止を確実におこなう。

ジメチルスルホキシドとして：第4類引火性液体、第三石油類水溶
性液体（法第2条第7項危険物別表第1・第4類）
該当しない。
該当しない。

1. 毒劇物基準関係通知集改訂増補版（厚生省薬務局安全課監修）、薬務広報社 （1991）

マウス筋肉：陰性 （原料メーカーMSDS）

眼刺激 ウサギ 500 mg/24 h 軽度 （RTECS）
腹腔内 マウス：陰性 （原料メーカーMSDS）
復帰突然変異原性試験（エームス試験、 ネズミチフス菌）：陰性
（原料メーカーMSDS）。ジメチルスルホキシドはエームス試験の溶
媒として使用される。

ラット LD50 ＝ 40,000 mg/kg （RTECS）

ヒト女性 TDLo ＝ 1,800 mg/kg 呼吸困難 チアノーゼ 血液 その他

の変化 （RTECS）

マウス LD50 ＝ 50,000 mg/kg （RTECS）
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１．化学物質等及び会社情報

製品名 CycLex
®
 HDACs Deacetylase Fluorometric Assay Kit Ver.2

製品コード CY-1150V2

構成試薬名

製造会社 株式会社医学生物学研究所

販売会社 会社名 株式会社医学生物学研究所
住所 〒460-0008

名古屋市中区栄四丁目5番3号
担当部門 SDSサポート
電話番号 052-238-1901
FAX番号 052-238-1440
メールアドレス sds-support@mbl.co.jp

推奨用途及び使用上の制限 研究用

２．危険有害性の要約

ＧＨＳ分類 物理化学的危険性
健康に対する有害性

環境に対する有害性

３．組成及び成分情報

単一製品・混合物の区別

化審法 安衛法

ジメチルスルホキシド 15～25％ CH3SOCH3 (2)-1553 － 67-68-5

分類に寄与する不純物及び安定化添加物 情報なし。

４．応急措置

吸入した場合

皮膚に付着した場合
眼に入った場合

飲み込んだ場合

５．火災時の措置

消火剤

特有の危険有害性

特有の消火方法

消火を行う者の保護

６．漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具および緊急措置

眼に対する重篤な損傷／眼刺激性 区分外

安全データシート

#2. Fluoro-Substrate Peptide, #3. Fluoro-Deacetylated Peptide

引火性液体 区分外
急性毒性（経口／経皮） 区分外
皮膚腐食性／刺激性 区分外

火災によって刺激性、腐食性及び/又は毒性のガスを発生する恐
れがある。加熱により容器が爆発する恐れがある。

水生環境有害性（急性／慢性） 区分外
上記で記載がない危険有害性は、分類対象外か分類できない。

混合物

化学名又は一般名 濃度又は濃度範囲 化学特性
官報公示整理番号

CAS番号

被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休
息させること。気分が悪い時は、医師に連絡すること。
水と石鹸で洗うこと。気分が悪い時は、医師に連絡すること。
水で数分間注意深く洗うこと。眼の刺激が持続する場合は、医師の
診断、手当てを受けること。
口をすすぐこと。気分が悪い時は、医師に連絡すること。

水（噴霧）、粉末、泡（アルコール泡）、二酸化炭素。周辺火災の種
類に応じて適切な消火剤を用いる。

危険でなければ火災区域から容器を移動する。消火後も、大量の
水を用いて十分に容器を冷却する。
消火作業の際は、適切な空気呼吸器、化学用保護衣を着用する。

風上に留まる。作業者は適切な保護具（『８．暴露防止及び保護措
置』の項を参照）を着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。密
閉された場所は換気する。
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環境に対する注意事項

回収・中和

封じ込め及び浄化方法・機材

二次災害の防止策

７．取扱い及び保管上の注意

取扱い 局所排気・全体換気
安全取扱い注意事項

保管 技術的対策
保管条件
容器包装材料

８．暴露防止及び保護措置

管理濃度、許容濃度

化学名又は一般名
管理濃度

（厚生労働省）

ジメチルスルホキシド －

９．物理的及び化学的性質

物理的状態 形状
色
臭い
ｐＨ

沸点、初留点及び沸騰範囲
引火点
自然発火温度

ジメチルスルホキシドとして
物理的状態 形状

色 無色
臭い 僅かな臭い
ｐＨ

融点／凝固点

引火点
自然発火温度
比重（密度）
溶解性

１０．安定性及び反応性

安定性
危険有害反応可能性
避けるべき条件
危険有害な分解生成物

１１．有害性情報

急性毒性 経口

経皮

皮膚腐食性／刺激性
眼に対する重篤な損傷／眼刺激性

ジメチルスルホキシドとして
急性毒性 経口

包装、容器の規制はないが密閉式の破損しないものに入れる。

環境中に放出してはならない。河川等に排出され、環境へ影響を
起こさないように注意する。
少量の場合、乾燥土、砂や不燃材料で吸収し、あるいは覆って密
閉できる空容器に回収する。後で廃棄処理する。
危険でなければ漏れを止める。少量の場合、乾燥土、砂や不燃材
料で覆い更にプラスチックシートで飛散を防止し、雨に濡らさない。
排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

情報なし。
取扱い後はよく手を洗うこと。飲み込みを避けること。皮膚との接触
を避けること。
特に技術的対策は必要としない。
特に技術的対策は必要としない。

粘性の液体

許容濃度
（産衛学会）

米国産業衛生専門家会議
（ACGIH）

－ －

液体
薄黄色
情報なし。
情報なし。
情報なし。
情報なし。
情報なし。

情報なし。

情報なし。
18.5℃

沸点、初留点及び沸騰範囲 189℃ （分解）, 85～87℃ （25 mmHg）
95℃ （タグ密閉式）
215℃
1.1014 （20℃, 4℃）
水、メタノール、エタノール、オクタノール、グリコール、アセトアルデ
ヒド、アセトン、酢酸エチル、フタル酸ジブチル、ジオキサン、ピリジ
ン、および芳香族炭化水素に任意の割合で混和する。

法規制に従った保管及び取扱においては安定と考えられる。
情報なし。
情報なし。

混合物の急性毒性推定値が LD50 ＝ 120,000 mg/kg のため、区分

外とした。

混合物の急性毒性推定値が LD50 ＝ 290,000 mg/kg のため、区分

外とした。

混合物の成分の濃度合計が濃度限界以下のため、区分外とした。
混合物の成分の濃度合計が濃度限界以下のため、区分外とした。

ラット LD50 ＝ 14,500 mg/kg （RTECS）

マウス LD50 ＝ 7,920 mg/kg （RTECS）
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経皮

皮膚腐食性／刺激性
眼に対する重篤な損傷／眼刺激性
生殖細胞変異原性

発がん性

１２．環境影響情報

水生環境有害性（急性／慢性）
生態毒性

ジメチルスルホキシドとして
生態毒性

分解性

生物蓄積性

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物

汚染容器及び包装

１４．輸送上の注意

国際規制 国連分類
国連番号
海洋汚染物質

国内規制
注意事項

１５．適用法令

消防法

毒物及び劇物取締法
労働安全衛生法

　

１６．その他の情報

参考文献

その他

腹腔内 マウス：陰性 （原料メーカーMSDS）

ラット LD50 ＝ 40,000 mg/kg （RTECS）

マウス LD50 ＝ 50,000 mg/kg （RTECS）

ヒト女性 TDLo ＝ 1,800 mg/kg 呼吸困難 チアノーゼ 血液 その他

の変化 （RTECS）

皮膚刺激 ウサギ 10 mg/24 h 軽度、 500 mg/24 h 軽度 （RTECS）
眼刺激 ウサギ 500 mg/24 h 軽度 （RTECS）

該当しない。

復帰突然変異原性試験（エームス試験、 ネズミチフス菌）：陰性
（原料メーカーMSDS）。ジメチルスルホキシドはエームス試験の溶
媒として使用される。
マウス筋肉：陰性 （原料メーカーMSDS）

混合物の成分の濃度合計が濃度限界以下のため、区分外とした。
情報なし。

LC50 （ヒメダカ、48 h） ＝ 33,000 mg/L

分解度：3.1％ by BOD （経産省既存化学物質安全性点検）
分解度：0.3％ by GC （経産省既存化学物質安全性点検）
低濃縮性

廃棄の前に、可能な限り無害化・安定化等の処理を行って危険有
害性のレベルを低い状態にする。法令に従って廃棄する。
容器は水で十分に洗浄し、法令に従って適切に処分する。

該当しない。

2. 危険物データブック（東京消防庁警防研究会監修）、丸善株式会社 （1988）

該当しない。
該当しない。
運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷
がないよう積み込み、荷崩れの防止を確実におこなう。

ジメチルスルホキシドとして：第4類引火性液体、第三石油類水溶
性液体（法第2条第7項危険物別表第1・第4類）
該当しない。
該当しない。

化学物質排出把握管理促進法（PRTR法） 該当しない。
化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 該当しない。

1. 毒劇物基準関係通知集改訂増補版（厚生省薬務局安全課監修）、薬務広報社 （1991）

安全データシート（SDS）フォーマット等の著作権は、株式会社医学生物学研究所に帰属し、流用を禁じます。

3. Registry of Toxic Effects of Chemical Substances NIOSH （2006）
4. 製品評価技術基盤機構　http://www.safe.nite.go.jp/ghs/list.html
5. 日本産業衛生学会 （2007）
6. ACGIH（米国産業衛生専門家会議） （2010）
7. 国内法規制データベース、日本ケミカルデータベース株式会社 （2011）

安全データシートの記載内容は、一般に入手可能な情報（および製品導入元からの情報）に基
づいて作成していますが、現時点における化学又は技術に関する全ての情報が検討されてい
るわけではありませんので、いかなる保証をなすものではありません。また、注意事項は、通常
の取り扱いを対象としたものであり、特殊な取り扱いの場合には、別途のご配慮をお願い致し
ます。
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作成日： 2015/05/01
改訂日： 2016/06/01

１．化学物質等及び会社情報

製品名 CycLex
®
 HDACs Deacetylase Fluorometric Assay Kit Ver.2

製品コード CY-1150V2

構成試薬名

製造会社 株式会社医学生物学研究所

販売会社 会社名 株式会社医学生物学研究所
住所 〒460-0008

名古屋市中区栄四丁目5番3号
担当部門 SDSサポート
電話番号 052-238-1901
FAX番号 052-238-1440
メールアドレス sds-support@mbl.co.jp

推奨用途及び使用上の制限 研究用

２．危険有害性の要約

ＧＨＳ分類 分類できない。
危険有害性情報
　　　健康有害性
　　　環境有害性
物理的及び化学的危険性

３．組成及び成分情報

単一物質／混合物の区別 混合物
成分（危険有害物質）
濃度又は濃度範囲
化学名又は一般名
別名
化学特性（示性式又は構造式）

４．応急措置

皮膚に付着した場合

眼に入った場合

飲み込んだ場合

５．火災時の措置

消火剤

６．漏出時の措置

７．取扱い及び保管上の注意

取扱い 安全取扱い注意事項

保管 混触危険物質

危険有害物質の含有なし、又は濃度限界未満である。
該当しない。
該当しない。
該当しない。
該当しない。

安全データシート

#1. HDAC Assay Buffer, #5. Developer, #6. HDACs (crude nuclear
extract from HeLa), #7. Stop Solution

分類基準に該当しない。
分類基準に該当しない。
通常の取扱いでは火災の危険性はない。

周辺火災の種類に応じて適切な消火剤を用いる。

人体に対する注意事項、保護具および緊急措置 暴露防止のための保護具（保護衣、手袋、ゴーグル、マスクなど）
を着用して作業を行い、接触を避ける。

封じ込め及び浄化方法・機材 不燃性吸収材で回収し、汚染場所及び周囲を水で洗い流す。

水と石鹸で洗うこと。皮膚刺激が生じた場合は、医師の診断、手当
てを受けること。
水で数分間注意深く洗うこと。眼の刺激が持続する場合は、医師の
診断、手当てを受けること。
口をすすぐこと。気分が悪い時は、医師に連絡すること。

吸い込んだり、眼、皮膚及び衣類に触れないように、適切な保護具
を着用する。本品を使用する際には、一般的な注意事項に従うこ
と。
特になし。

環境に対する注意事項 漏出した製品および汚染された排水が適切に処理されずに河川等
の環境へ排出しないように注意する。

二次災害の防止策 特別な対策を必要としない。
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保管条件

８．暴露防止及び保護措置

保護具 呼吸器の保護
手の保護
眼の保護
皮膚及び身体の保護

衛生対策

９．物理的及び化学的性質

物理的状態 形状
色
臭い
ｐＨ

１０．安定性及び反応性

１１．有害性情報

１２．環境影響情報

生態毒性

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物

汚染容器及び包装

１４．輸送上の注意

国際規制 国連分類
国連番号
海洋汚染物質

国内規制
注意事項

１５．適用法令

消防法

直射日光を避け、容器を密閉して保存する。

管理濃度 設定されていない。

通常の使用条件下では呼吸保護具は必要ない。
適切な化学薬品耐性の保護手袋を着用する。
必要があれば、適切な保護眼鏡を着用する。
適切な保護衣を着用すること。
この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしない。取扱い後はよく
手を洗う。汚染された作業衣は作業場から出さない。

許容濃度（暴露限界値、生物学的暴露指標）
          OSHA（米国労働安全衛生局） 設定されていない。
          ACGIH（米国産業衛生専門家会議） 設定されていない。
          日本産衛学会（2007年版） 設定されていない。

沸点、初留点及び沸騰範囲 情報なし。
引火点 引火せず。
溶解度 水に易溶。

液体
透明
ほぼ無臭
情報なし。

融点・凝固点 情報なし。

安定性 通常の取り扱いにおいては安定である。
危険有害反応可能性 情報なし。

オクタノール・水分配係数 情報なし。
分解温度 情報なし。
粘度 情報なし。

化学成分名 該当成分なし。

避けるべき条件 日光、熱、湿気
混触危険物質 情報なし。
危険有害な分解生成物 情報なし。

廃棄の前に、可能な限り無害化・安定化等の処理を行って危険有
害性のレベルを低い状態にする。法令に従って廃棄する。
容器は水で十分に洗浄し、法令に従って適切に処分する。

該当しない。
該当しない。

生物蓄積性 該当しない。
該当しない。

残留性と分解性 該当しない。

毒物及び劇物取締法 該当しない。
労働安全衛生法 該当しない。
化学物質排出把握管理促進法（PRTR法） 該当しない。

該当しない。
該当しない。
運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷
がないよう積み込み、荷崩れの防止を確実におこなう。

該当しない。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 該当しない。
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１６．その他の情報

参考文献

その他

5. 日本産業衛生学会 （2007）
6. ACGIH（米国産業衛生専門家会議） （2010）
7. 国内法規制データベース、日本ケミカルデータベース株式会社 （2011）

安全データシートの記載内容は、一般に入手可能な情報（および製品導入元からの情報）に基
づいて作成していますが、現時点における化学又は技術に関する全ての情報が検討されてい
るわけではありませんので、いかなる保証をなすものではありません。また、注意事項は、通常
の取り扱いを対象としたものであり、特殊な取り扱いの場合には、別途のご配慮をお願い致し
ます。

安全データシート（SDS）フォーマット等の著作権は、株式会社医学生物学研究所に帰属し、流用を禁じます。

1. 毒劇物基準関係通知集改訂増補版（厚生省薬務局安全課監修）、薬務広報社 （1991）
2. 危険物データブック（東京消防庁警防研究会監修）、丸善株式会社 （1988）
3. Registry of Toxic Effects of Chemical Substances NIOSH （2006）
4. 製品評価技術基盤機構　http://www.safe.nite.go.jp/ghs/list.html


